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研究成果の概要 

本領域は、ヒトが人生の長期的行

動をどのように自ら選択し、個人の

ウェルビーイングや社会の精神的

豊かさを発展させるかという問題

を、思春期から形成される主体価値

に注目して理解する新しい学問分

野の創出を目指した。主体価値の神

経回路基盤についてマウスを用い

た研究により、ドーパミン D1受容体

機能により汎化された価値予測が

生じたのち、実際の報酬状況により価値記憶を精緻化（弁別）することに D2 受容体機能が関与

することを見出した。これと対応するヒトの研究により、主体価値の多様性や世代間伝達の脳基

盤を明らかにした。次に、これまで脳科学の対象となってこなかった日常の生活習慣的行動に対

して、主体価値―基底生活行動―脳可塑性のスパイラルモデルを明らかにした。生活習慣病や行

動嗜癖などについての社会的、医学的介入について新しい視座をもたらしたばかりでなく、今般

の新型コロナウイルス感染症などの人間の生活様式を根本的に変えてしまうような大きな社会

変動のあとの人間のレジリエンス、回復を考えるための科学的基盤ともなるだろう。こうした主

体価値が思春期にどのように発達し、どのように長期的人生に影響を及ぼすのかを解明するた

め、東京ティーンコホート調査や英国コホート研究との国際連携を進めた。その結果、思春期の

時点で抱いていた「興味や好奇心を大切にしたい」という価値意識（内発的動機）が強いと、高

齢期のウェルビーイングが高まり、「金銭や安定した地位を大切にしたい」という価値意識（外

発的動機）が強いと、ウェルビーイングが低くなることを明らかにした。加えて、自己コントロ

ール力が低く生きづらさを抱えやすい若者が、外発的動機が強い場合は、高齢期のウェルビーイ

ングが顕著に低くなることが分かった。本研究結果から，若者に対して経済的な成功や安定を目

指すように強調するよりも、自身の興味や好奇心をはぐくむ教育環境を作っていくことが、活力



 

ある超高齢化社会の実現に向けて重要な対策であることが示唆された。以上の研究から得られ

た、主体価値の脳、生活、人生基盤の知見をもとに、精神疾患を含め様々な困難にともなう主体

価値の不調からの回復の脳・心理過程を量的、質的な検討により明らかにした。これらの成果を

取りまとめ、東京大学出版会から「人生行動科学としての思春期学」として出版した。領域代表

者の笠井は、2022 年度からの新指導要領の高校保健体育教科書で、精神疾患、社会的包摂、思

春期の発達の項を執筆し、領域で得られた思春期の脳とこころの発達についての成果を教育や

社会に還元した。 

研究分野：認知科学 

キーワード：思春期、主体価値、基底生活行動、人生行動科学、ウェルビーイング 

１．研究開始当初の背景 

現代日本は、少子高齢化社会を支えるべき若者が将来への希望をもちにくく、無気力・引きこも

り、若者の自殺など社会病理が深刻化している。人間が人生の長期的行動をどのように自ら選択

し、個人や社会の精神的豊かさを発展させるかという問題を、思春期において飛躍的に形成され

る精神機能に注目して理解する新しい学問領域の創出は喫緊の課題である。しかし思春期科学

は既存学問分野の狭間として未開拓で、系統的な研究が行われてこなかった。 

そこで私たちは、2011-2015 新学術領域研究「自己制御精神」を通して、思春期における精神

機能の自己制御性(self-regulation)の脳基盤とその発達について学際的な手法により明らかに

した（笠井ら編『思春期学』東京大学出版会、2015）。前領域で解明対象とした「自己制御」は、

ウェルビーイングの認知的側面を高めるための道具・手段（how?）であったが、本領域で解明し

ようとする主体価値は人生という長期的生活行動を自らが主体的に選択する動因であり、人間

がウェルビーイングを求めて生きる源そのもの（why? for what?）といえる。本領域では、主体

価値の発達・発展からウェルビーイングにいたる過程において自己制御がどのように媒介する

かについても明らかにすることを目指した。 

２．研究の目的 

本領域は、「毎日の生活を暮らし、自分の人生を生きる」という人間にとっての最も基本を支

えている精神の機能としての「主体価値」が思春期にどのように形作られ、それにより人間のウ

ェルビーイングがどう実現されているかを総合人間科学的に解明することを目的とする。 

思春期（adolescence）は非ヒト霊長類と比べてヒトで際立って長く、大脳新皮質の成熟の最終

段階である。同時に、児童期までの親子関係から、仲間とのより多様な経験で結ばれた社会関係

へと発展する決定的な時期である。そこでの豊かな経験を通じて、実生活のなかでの長期的行動

を無意識的（自動的；潜在的）、意識的（自己制御的；顕在的）に選択する行動因である価値は、

社会との相互交流のなかでひとりひとりに内在化され、個人化された主体価値（personalized 

value）へと発展し、これが人間社会の多様性をもたらす。主体価値の特徴として以下の三点に仮

説を置き、自然科学と人文社会科学の学融合的なアプローチにより解明することを目指した。 

〔特徴①〕行動因としての価値：人が生活と人生において内発的・能動的な行動を突き動かす

（commitment）ことの要因としての価値。それは、無意識的で自動的なものと、意識的で自己制

御的なものとが、重層的に重なった構造となっている。 

〔特徴②〕主体化された価値：人一般としての価値としてだけではなく、多様性にもとづいて

個別化されることで個人化・主体化された側面に注目した価値。 



 

〔特徴③〕形成される価値：そうした価値が、素因と経験にもとづいて人生の経過のなかでど

のように形成されるかを明らかにすることに取り組む。そのうえで重要ではあるがこれまで科

学の対象となることが乏しかった思春期に焦点を当てる。 

３．研究の方法 

上記のような仮説設定を行い、総括班

によるマネジメントと国際活動支援班

による国際連携のもと、４つの計画研

究で構成した（右図）。なお、日本では

じめての大規模思春期コホートである

東京ティーンコホート（Tokyo TEEN 

Cohort [TTC]; N=3,171組の思春期児

童およびその養育者）は、本領域のメ

インパネルとして、運営を担当するC01

班のみならず、他のすべての班との連

携研究を行った。 

A01「脳」班：主体価値の脳基盤を解明する。ヒトと動物で保存されている皮質下回路とヒトに

特徴的な皮質回路に分け、動物の研究を柳下、ヒトの研究を田中が担当する。さらに人間特有の

自己制御self-regulation（前領域での鍵概念）が主体価値の形成にどのような役割を果たし、

そのプロセスに皮質－皮質下のネットワークがどのように関与しているかを橋本が解明する。

中谷・中村は、A01班とC01班東京ティーンコホートを接続し（Population neuroscience）、サブサ

ンプルMRI研究の実施を担当する。 

B01「生活」班：A01の基礎脳科学研究を踏まえて、日常の生活（リアルワールド）における主体

価値形成のダイナミクスについて主体価値－基底生活行動－脳の可塑的変化のスパイラルモデ

ルを仮定し（村井）、これを脳・行動計測（村井・福田）やシミュレーション（佐藤）から明ら

かにする。 

C01「人生」班：TTCを用いて、定型発達児における主体価値の形成過程と親から子への主体価値

の伝達過程（Transgenerational science）を明らかにする（西田）。長谷川（H29より山崎）は、世

界最長の生涯追跡期間を誇る英国1946年コホート（N=5,362）との国際共同により、思春期の主

体価値形成のありようが生涯に与える長期的影響を検討する。川上は主体価値の社会的決定要

因の国際比較を行う。 

D01「発展」班：さまざまな精神・身体障害を持つ当事者の人生ストーリーの語りのナラティブ

分析や TTC の自由記入回答データの自然言語分析等にもとづき、主体価値やその不調状態の回

復過程の心理学的構成概念を抽出する（笠井、能智、荒牧）。A01, C01, D01 の連携により、TTC

サブサンプル（population neuroscience TTC [pn-TTC]）等の MRI 等バイオマーカー解析を比較

することにより、主体価値の発展過程の脳基盤を解明する（笠井、文東）。これらの知見にもと

づき、岡本は、主体価値へのコミットメントを通じた行動変容プログラムを開発し、思春期にお

ける主体価値の不調からの回復への効果を検討する。 

４．研究の成果 

A01（脳班）において、マウスの研究から柳下らは、価値予測の汎化にドーパミン D1 受容体機

能が関与するのに対し、実際の報酬状況により価値記憶を精緻化（弁別）することに D2 受容体



 

機能が関与するという、思春期における価値の主体化の脳基盤解明につながる成果を挙げた

（Yagishita et al., Nature, 2020）。それに対応して、A01-C01-D01 の密接な連携により、田中らは、

ヒトイメージング実験で長期的な行動選択の動因が形成・固定化される基盤を明らかにした 

(Tanaka et al., Sci Rep, 2018; iScience, 2021)。主体価値の神経回路基盤について、マウスと相補的

な成果をヒトで明らかにし、これらを統合して主体価値の神経回路基盤についての全体像を明

らかにした。 

B01（生活班）では、主体価値―基底生活行動―脳可塑性のスパイラルループを想定し、ヒト

の MRI および心理・行動計測から検証を行った。過剰ではない程度の生活習慣が、より適切な

脳活動と関連している可能性が示された（Fujiwara et al., Front Hum Neurosci, 2018）。 

C01（人生班）では、西田らが運営するアジア初の大規模な思春期コホートである東京ティー

ンコホート（Int J Epidemiol, 2019）が国際的に注目され、領域内外・国内外の連携により、思春

期主体価値の形成とその長期影響に関して、多くの成果が生まれた。また、西田・山崎らによる

英国 1946 年出生コホートとの国際共同研究により、2011-2015 新学術領域のテーマであった自

己制御（self-regulation）と、本領域のメインテーマである思春期主体価値との相互関係、および

そのライフコース全般に渡る影響を示した画期的な成果が生まれた（Yamasaki et al., J Posit 

Psychol, 2021）。この成果により、西田はOECD Future of Education and Skills 2030 Thought Leaders, 

Agency and well-being に選出された。 

D01（発展班）では思春期主体価値の発展とその不調からの回復の過程を質的に明らかにした

研究（Kanehara et al., BMC Psychiatry, 2017）や、思春期における主体価値の発達の脳・分子基盤

について多数の成果が生まれ（Okada et al., Neuroimage, 2020）、“Population neuroscience”という

新たな融合的研究分野を切り拓いた。さらには、A01-C01-D01 の密接な連携により、親から子へ

の価値の伝達の脳・行動基盤についても多数の成果を挙げ（Takagi et al., iScience, 2021; Itahashi et 

al., Neuroimage, 2020）、“Transgenerational neuroscience”という独創的な研究分野を提唱した。 

 さらに総括班活動を通じて、領域で得られた思春期主体価値の発達科学的知見を、学校教育や

社会に積極的に還元した（『新高等保健体育』大修館書店、2021.3 文部科学省検定済;『人生行動

科学としての思春期学』東京大学出版会、2020）。 
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